
九州学生最強位決定戦 2020 ルール 
☆本大会のルールは以下のようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1st Round ▷▷ 100 問ペーパークイズ 【ALL→52】 

・ 筆答問題 100 問からなるペーパークイズ。配点は 1 問 1 点の 100 点満点。 

・ 制限時間は 20 分(1 問あたり 12 秒)。 

・ 「得点」→「1 問目から正誤を比較し、差がついた段階での連続正解数」→「スタッフによる厳正な抽選」で順位を決する。 

・ 上位 12 名が Special Round へ、13-52 位が 2nd Round へ進出する。 

・ また、順位に応じて、Special Round / 2nd Round のアドバンテージ、ディスアドバンテージが付与される（下記参照） 

・ 本ラウンドの結果によって得られるプレートの色は以下の通りである。 

1 位：金、2-3 位：銀、4-6 位：赤、7-12 位：青、13-24 位：黄、25-36 位：緑、37-52 位：紫 

 

【重要】ペーパー中のカンニングについて 

・ カンニングなどの不正行為は一切禁止します。本大会では、カンニング行為や教え合い行為は一切許容しておりません。発覚した場合、当

事者を失格処分とし、退場を命じます。 

・ カンニング行為は、主にペーパークイズでの覗き込み行為や、資料の持込などが該当します。 

・ その他公正なクイズの進行を妨げる行為を含めて、こうした不正行為が発覚した場合はその時点で失格といたします。 

・ 実際にカンニング行為をしていない場合でも、スタッフや他の参加者に疑われるような行為をした場合、スタッフ判断で失格にする可能性

があります。 

 

Special Round ▷▷ 連答付き 5○2×クイズ 【12→4】 

・ 1st Round 上位 12 名による早押しクイズ。4 名が勝ち抜け、3rd Round へ進出となる。敗退した 8 名は 2nd Round へ進出となる。 

・ 1 問正解すると 1 ポイントを獲得すると同時に、連答権も獲得できる。連答権を保持した状態で正解すると 2 ポイントを獲得する。通算 5

ポイントで勝ち抜けとなる。 

・ 連答権は、自身の誤答もしくは他人の正解で喪失し、スルーもしくは他人の誤答では維持される。 

・ 誤答は 2 回で失格となる。 

・ 第 1 ラウンド上位 6 名には、アドバンテージとして、以下のポイントが与えられる。 

1 位：3 ポイント、2-3 位：2 ポイント、4-6 位：1 ポイント 

・ 8 名が失格した場合は、その時点でクイズを終了し、解答席に残っている全員を勝ち抜けとする。その際、通過順位は、終了時点での「ポイ

ント（多いほうが上位）→誤答の有無（誤答がないほうが上位）→1R 順位（高いほうが上位）」の順により決定する。 

・ 45 問限定とし、限定問題数終了後の判定は上記に準じ決定する。 

 

 

 

 



2nd Round ▷▷ 連誤答付き 5○3×クイズ 【(2+10→4)×4】 

・ Special Round で敗退した 8 名（1st Round が高い順に①、②...と番号を振る）、および 1st Round で 13-52 位だった 40 名、計 48

名を、以下の表のように 4 組に分けて行う早押しクイズ。各組 12 名から 4 名が勝ち抜け、計 16 名が 3rd Round へ進出となる。 

 

・  

 

・  

・ 正解すると 1 ポイントを獲得し、合計 5 ポイントで勝ち抜けとなる。 

・ 誤答すると 1×が付き、プレイヤーは起立する。 

・ 起立状態で誤答すると 2×が付く。起立状態は自身の正解によってのみ解除される。ディスアドバンテージと合わせて 3×以上で失格とな

る。 

・ 上位者、下位者はそれぞれ上表記載のアドバンテージ、ディスアドバンテージを持つ。 

・ 8 名が失格した場合は、その時点でクイズを終了し、解答席に残っている全員を勝ち抜けとする。その際、通過順位は、終了時点での「ポイ

ント（多いほうが上位）→誤答数（ディスアドバンテージと合算して誤答が少ないほうが上位）→1R 順位（高いほうが上位）」の順により決定

する。 

・ 各組 45 問限定とし、限定問題数終了後の判定は上記に準じ決定する。 

 

3rd Round ▷▷ コース別クイズ 【(5→2)×4】 

・ Special Round 通過の 4 名、および 2nd Round 通過の 16 名、計 20 名が、4 コースから 1 つを選択する。なお、このラウンドは Extra 

Round 1st step と同時並行で行われる。 

・ まずは抽選でコースを行う順番を決定し、形式決定後に 10 秒間の“エントリータイム”を設ける。 

・ エントリータイム終了時点でネームプレートを掲げている者を、「そのコースに挑戦したい」という意志表示をしたとみなす。この際、「終了時

点で掲げていたか否か」だけを見る。途中の上げ下げは強制力を持たない。 

・ ネームプレートを掲げている人が、 

➢ 5 名以上の場合、プレートを掲げている人のうち、優先順位(後ほど説明)上位の 5 名が出場となる。 

➢ 4 人以下の場合は、プレートを掲げている人は出場が確定する。その他のプレートを下げていた人の中から、優先順下位の人がその

コースへ強制的に出場となる。 

・ コース選択の優先権は“SR・5○2×の勝ち抜け順→2R・5○3×での勝ち抜け順→1R・筆記クイズの順位”により決定する。例えば、『筆

記 1 位→2R5 抜け』よりも、『筆記 48 位→2R1 抜け』が上位、さらに『筆記 23 位→２Ｒの別の組１抜け』の人が上位となる。 

・ 4 コース出場者が決まるまで上記を繰り返す。 

・ 各コース 2 名合計 8 名が勝抜けとなり、準決勝へ進出する。 

・ 各コースとも、出題は 60 問限定。 

・ また、残り 20 問のなった段階でその旨を MC より通達する。 

・ 60 問経過後、勝ち抜け者が 2 名に達しない場合に限り、各コースの判定基準で順位を決定する。また、限定問題数が経過する前に 3 名

が失格となった場合、全ての形式において、残りの解答者を全員勝者とする。 

・ 以下の各コースの判定基準の中で、「早押しプレーオフ」と言った場合、判定対象者のみによる、1 問正解勝ち抜け・1 問誤答敗退の早押し

クイズとする。 

 

Course A Room 付き 10〇4× 

・ 1 問正解/誤答で 1○/１×を獲得し、10〇で勝ち抜け、4×で失格。 

・ 5○到達時に、Roomα(定員 2 名)と Roomβ(定員 3 名)のいずれに入るかを選択する。一度入った Room は退出も変更もできない。 

・ 各 Room で勝ち抜けるのは 1 名ずつであり、その 1 名が勝ち抜けた時点で勝者の Room に入っていた者は全員失格となる。 

・ また、Room が満員となる前に勝ち抜け者が出た場合、勝者の属していた Room は新たに入室が出来なくなる。これにより、5○到達時に

入室できる Room を失った参加者は、正解数に関わらずその時点で失格となる。 

・ Room が満員になった状態で、自分以外のルームメイトが全員誤答失格となった場合、残った 1 名は正解数に関わらず勝ち抜けとなる。 

・ 限定問題数経過後の判定基準は、「(1)Room に属しているか(属している方が上位)→(2)各 Room で○の数を比較(多い方が上位)→

(3)各 Room で×の数を比較(少ない方が上位)→(4)各 Room メイトによる早押しプレーオフ(αβ別々に行う)」の順とする。 

 

 

 



Course B 15 hits combo 

・ 参加者は全員 0 ポイントからスタートし、n 連答で+n ポイントが加算され、通算 15 ポイントで勝ち抜けとなる。即ち、0pt の状態から 3 連

答すると、経過後の得点は 0(初期得点)+1+2+3=6pt となる。 

なお、連答権は、自身の誤答もしくは他人の正解で喪失し、スルーもしくは他人の誤答では維持される。 

・ 1 問誤答で 1×が付き、5×で失格となる。 

・ 限定問題数経過後の判定基準は「(1)ポイント数→(2)×数→(3)早押しプレーオフ」の順とする。 

 

Course C 10 by 10 

・ “「正解ポイント：0pts.」×「誤答ポイント：10pts.」＝「総合ポイント：0pts.」”の状態でスタートする。 

・ 正解すると「正解ポイント」を 1 ポイント増やし、誤答は「誤答ポイント」から 1 ポイント減らす。(例)4 問正解・2 問誤答…“「正解 pt.：4pts.」

×「誤答 pt.：8pts.」＝「総合 pt：32pts.」” 

・ 「総合ポイント（正解ポイントと誤答ポイントの積）」が 100 ポイント到達で勝ち抜けとなる。 

・ 「誤答ポイント」が 0 ポイントになった時点（すなわち、10 問誤答）で失格となる。 

・ 限定問題数終了後の判定基準は「(1)終了時の総合ポイントが多い順→(2)早押しプレーオフ」の順とする。 

 

Course D Swedish 10 

・ 1 問正解で 1○を獲得し、10〇で勝ち抜け。 

・ 誤答はその時点の正解数に応じて以下のようにつき、10×で失格。 

0〇：1× 1-2〇：2× 3-5〇：3× 6-9〇：4× 

・ 限定問題数終了後の判定基準は「(1)終了時の正解数が多い順→(2)×の数が少ない順→(3)早押しプレーオフ」の順とする。 

・  

Extra Round ▷▷ 3step 制クイズ 【All losers→1】 

1st step 60 問一本勝負 7○3×クイズ 【(All losers/8→３)×8】 

・ ここまでの敗者(1st Round, 2nd Round)を、ラウンド毎の敗者数が均等になるようランダムに 8 組に分ける。 

例：参加人数が 92 名の場合、1st Round 敗者が 40 名、2nd Round 敗者が 32 名となるので、各組「1st Round 敗者 5 名、2nd Round

敗者 4 名」の計 9 名となる。敗者が 8 の倍数とならない場合は、各組の人数の差が 1 人までとなるように調整する。 

・ この形式は 3rd Round と同時並行で行う。3rd Round 1 つの形式につき 2 組の敗者復活を別室

(503 室、602 室)で行う（即ち、右図の方式で進行していく）。 

・ 招集は以下のタイミングで行う。 

第 1-4 組：3R 第 1 コース開始前 第 5-8 組：3R 第 3 コース開始前 

・ 3R の第 1, 2 コースと Ex R 1st step の第 1-4 組が全て終了した後に、それぞれ次の組へ移行す

る。同時に行われる組は全て同一問題を使用する。 

なお、3R 第 2 コースと第 3 コースの間に中休憩を挟む。 

・ 7 問正解で勝ち抜け、3 問誤答で失格。 

・ なお、2nd Round 敗者には、事前に 1○のアドバンテージが付与される。 

・ 各組 3 名抜けとし、限定問題数経過後の判定は「(1)アドバンテージを含む〇数→(2)×数→(3)該

当者全員による 3 問限定 1○1×サドンデス→(4)勢い差(後から正解した方が上位、誤答した方が下位)」とする。 

 

2nd step サバイバル筆記クイズ 【12+24→0-6】 

・ Extra Round 1st step 勝者 3 名×4 組の計 12 名、および 3rd Round で敗退した 3 名×8 組の計 24 名、計 32 名に対し、筆記クイ

ズを読み上げで出題する。 

・ シンキングタイムは、問題文を２回読んだ後、５秒。 

・ 解答は受付で配布された解答用紙に記入する。 

・ 28 名全員起立状態から始め、正解だった場合はそのまま、誤答・無解答だった場合は失格となり、着席する。 

・ 残り人数が 6 名以下となった段階で Final step へ移行する。 

・ なお、ある問題を機に全員が失格となった場合、復活者は出なかったものとして Semifinal Round へ移行する。また、残り人数が 1 名と

なった場合、Final step を行わず、その 1 名を復活者とする。 

・ 筆答問題は 10 問限定とし、10 問終了時点で 7 名以上が残っていた場合、全員 Final step 進出となる。その際のルールは当該状況発

生時に公開する。 

・  

3R@ホール Extra R 1st step

第1組@503会議室

第2組@602研修室

第3組@503会議室

第4組@602研修室

第5組@503会議室

第6組@602研修室

第7組@503会議室

第8組@602研修室
第4コース

>>ここで中休憩<<

3R第1/2コース, Ex第1-4組招集

3R第3/4コース, Ex第5-8組招集

第1コース

第2コース

第3コース



Final step 5○1×クイズ 【2-6→1】 

・ 2nd step 勝者 2 名以上 6 名以下による早押しクイズ。 

・ 5 問正解で勝ち抜け、誤答は即失格。 

・ 1 名を除いて全員が失格した場合、残った 1 名はその時点で敗者復活となる。 

・ 出題は 25 問限定とし、限定問題数経過後の判定は「(1)○の数→(2)1○1×プレーオフ」とする。 

 

 

 

大会事前に公開されるルールはここまでです！ 

準決勝以降のルールは当日のお楽しみに！ 

 

 

 


